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第
五
十
三
回
商
工
会
全
国
大
会
が
十
一
月
二
十
一
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー

ル
に
お
い
て
商
工
会
関
係
者
約
三
千
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　

富
山
県
か
ら
は
県
下
商
工
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
四
十
名
の
方
々

が
参
加
し
た
。

り
、
未
だ
景
気
回
復
を
実
感
で
き

な
い
状
況
下
の
中
で
開
催
さ
れ
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
小
規
模
企
業

へ
の
支
援
に
特
化
し
た
「
小
規
模

企
業
基
本
法
」
の
制
定
や
そ
の
制

定
に
併
せ
、
小
規
模
企
業
の
事
業

環
境
整
備
の
た
め
の
税
制
改
正
・

金
融
制
度
の
拡
充
・
社
会
保
障
施

策
を
実
施
す
る
こ
と
、
東
日
本
大

震
災
被
災
地
へ
の
継
続
的
支
援
や
、

原
発
事
故
の
対
応
に
万
全
を
期
す

る
こ
と
、
消
費
増
税
に
伴
う
価
格

転
嫁
対
策
等
を
強
く
要
望
し
、
満

場
一
致
で
大
会
決
議
と
し
て
決
定

さ
れ
た
。

◎
『
二
十
一
世
紀
商
工
会
グ
ラ

ン
プ
リ
』
準
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞

全
国
連
が
昨
年
度
か
ら
新
た
に

創
設
さ
れ
た
『
二
十
一
世
紀
商
工

会
グ
ラ
ン
プ
リ
』
に
お
い
て
、
南

砺
市
商
工
会
が
「
レ
シ
ー
ト
de
サ

ポ
ー
ト
事
業
」
で
準
グ
ラ
ン
プ
リ

◎
商
工
会
全
国
大
会

本
年
の
全
国
大
会
は
、
政
府
の

経
済
対
策
に
よ
り
、
日
本
経
済
の

先
行
き
に
明
る
い
兆
し
が
見
え
始

め
て
き
た
も
の
の
、
消
費
税
率
の

引
き
上
げ
、
原
材
料
価
格
等
の
高

騰
な
ど
、
中
小
・
小
規
模
企
業
が

抱
え
る
不
安
材
料
は
山
積
し
て
お

商工
春
秋
　

先
月
、
今
年

の
ゆ
る
キ
ャ
ラ

グ
ラ
ン
プ
リ
が
発
表
さ
れ

た
。
エ
ン
ト
リ
ー
数
は
千
五
百
体

を
超
え
、
三
年
前
の
九
倍
だ
そ
う

だ
。
ゆ
る
キ
ャ
ラ
は
、
既
存
の
メ

デ
ィ
ア
だ
け
で
な
く
、
広
告
環
境

の
変
化
に
伴
っ
て
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
口
コ
ミ
を
通
じ
て
草
の
根
的

に
ブ
ー
ム
を
生
み
、
現
代
の
広
告

戦
略
の
一
つ
と
し
て
定
着
し
た
。

▼
ゆ
る
キ
ャ
ラ
は
、
そ
の
ゆ
る
さ

故
、
こ
れ
ま
で
親
し
み
や
関
心
の

な
か
っ
た
地
域
、
特
産
品
の
魅
力

を
よ
り
身
近
な
も
の
と
し
て
分
か

り
や
す
く
伝
え
て
く
れ
る
だ
け
で

な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

複
雑
と
な
っ
た
現
代
、
消
費
者
と

の
接
点
を
作
り
、
関
係
を
築
く
の

に
も
有
効
だ
。

▼
富
山
市
南
商
工
会
青
年
部
で
も
、

先
月
募
集
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が

い
よ
い
よ
誕
生
す
る
。
地
域
の
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
と
し
て
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
活
用

は
、
ま
だ
ま
だ
展
開
を
み
せ
る
。

▼
北
陸
新
幹
線
の
開
業
が
迫
っ
て

き
た
が
、
富
山
を
盛
り
上
げ
よ
う

と
奔
走
す
る
ゆ
る
キ
ャ
ラ
た
ち
が

末
永
く
愛
さ
れ
る
よ
う
、
地
域
の

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
熱
～
く
（
ゆ
る

～
く
）
応
援
し
た
い
。

に
輝
い
た
。
全
国
か
ら
二
十
七
件

の
顕
著
な
実
績
を
挙
げ
て
い
る
事

業
等
の
応
募
が
あ
っ
た
中
で
、
グ

ラ
ン
プ
リ
一
件
、
準
グ
ラ
ン
プ
リ

二
件
が
選
ば
れ
顕
彰
さ
れ
て
い
る
。

受
賞
し
た
事
業
は
、
買
い
物
客

が
受
け
取
っ
た
レ
シ
ー
ト
を
指
定

の
ポ
ス
ト
に
入
れ
る
こ
と
で
、
そ

の
金
額
に
応
じ
た
地
元
商
品
券
を

子
育
て
支
援
団
体
で
あ
る
、
保
護

者
会
や
地
元
児
童
の
ス
ポ
ー
ツ
団

体
等
に
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持
活

動
強
化
部
門
と
し
て
評
価
さ
れ
た
。

第
五
十
三
回
全
国
大
会
が
開
催

 

二
十
一
世
紀
商
工
会
グ
ラ
ン
プ
リ
事
業
に
お
い
て
、

　

 

南
砺
市
商
工
会
が
準
グ
ラ
ン
プ
リ
で
表
彰
さ
れ
る
。

２　ニッポン全国物産展開催　他
３　モノづくり試作開発補助金事例　他
４　わが社も経営改善にチャレンジ　他
５　元気な商工会地域づくり事業　他
６　モノづくり革命「メイカーズ」の挑戦　他
７　消費税率の引き上げについて　他
８　とやまシニア専門人材バンク　他

小規模企業基本法制定に向けて固く握手を
かわす石澤全国連会長と石破幹事長
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市
町
村
長
と
商
工
会
長
と
の
懇
談
会

県
商
工
会
連
合
会
は
十
月
三
十

日
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
テ
ラ
ス
富
山

に
お
い
て
「
市
町
村
長
と
商
工
会

長
と
の
懇
談
会
」
を
開
催
し
、
小

規
模
企
業
基
本
法
（
仮
称
）
早
期

制
定
に
向
け
て
の
支
援
、
資
金
繰

り
安
定
化
に
寄
与
す
る
現
行
融
資

制
度
及
び
マ
ル
経
融
資
等
の
利
子
・

保
証
料
補
給
制
度
の
維
持
と
拡
充
、

十
二
月
に
開
催
す
る
フ
ー
ド
＆
イ

ン
テ
リ
ア
シ
ョ
ー
等
北
陸
新
幹
線

開
業
機
会
を
活
か
す
べ
く
取
り
組

む
事
業
へ
の
支
援
等
に
つ
い
て
要

望
し
た
。

石
澤
義
文
県
連
会
長
は
、
昨
年

誕
生
し
た
安
倍
新
政
権
の
積
極

的
な
補
助
事
業
等
経
済
対
策
に

よ
り
企
業
の
景
況
感
や
個
人
消

費
が
活
発
化
し
て
い
る
。
ま
た
、

二
〇
二
〇
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
東
京

大
会
が
決
定
し
、
長
く
低
迷
し
て

い
た
日
本
経
済
の
真
の
復
活
と
東

日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
世
界

に
示
せ
る
よ
う
、
経
済
へ
の
波
及

効
果
を
期
待
し
た
い
。
加
え
て
平

成
二
十
七
年
春
に
は
北
陸
新
幹
線

が
開
業
し
、
そ
の
経
済
効
果
に
大

き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
中
小
・
小
規
模

企
業
が
景
況
を
実
感
で
き
る
状
況

に
ま
だ
至
っ
て
い
な
い
。
行
政
に

置
か
れ
て
は
中
小
・
小
規
模
企
業

の
支
援
に
引
き
続
き
ご
尽
力
頂
き

た
い
と
開
会
挨
拶
し
た
。

自
治
体
か
ら
は
、
森
富
山
市
長
、

高
橋
高
岡
市
長
、
田
中
南
砺
市
長
、

夏
野
砺
波
市
長
、
脇
朝
日
町
長
、

舟
橋
立
山
町
長
、
金
森
舟
橋
村
長
、

泉
射
水
市
副
市
長
、
中
川
上
市
町

副
町
長
、
砂
川
小
矢
部
市
企
画
室

次
長
が
出
席
し
た
。

懇談会で挨拶する石澤県連会長

テ
ー
マ
は
、「
お
取
り
寄
せ
」よ
り「
お
手
に
取
り
」の
三
日
間

ニ
ッ
ポ
ン
全
国
物
産
展
開
催

　

全
国
か
ら
自
慢
の
特
産
品
が

集
ま
る
「
ニ
ッ
ポ
ン
全
国
物
産

展
」
が
十
一
月
二
十
二
日
～

二
十
四
日
の
三
日
間
、
池
袋
サ

ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
（
東
京
都

豊
島
区
）
で
開
催
さ
れ
た
。
日

本
全
国
か
ら
約
三
五
〇
社
が
出

展
し
、
各
地
の
特
産
品
が
展
示

販
売
さ
れ
、
十
五
万
人
以
上
が

来
場
し
賑
わ
い
を
見
せ
た
。

今
年
の
富
山
県
ブ
ー
ス
は
、

二
〇
一
五
年
春
の
北
陸
新
幹
線
開

業
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
首
都
圏
の
消

費
者
へ
の
富
山
県
の
観
光
振
興
や

富
山
県
産
品
の
Ｐ
Ｒ
を
広
く
行
う

こ
と
目
的
と
し
、
富
山
県
商
工
会
連

合
会
と
し
て
も
出
展
、
商
工
会
や
事

業
者
を
合
わ
せ
て
十
ブ
ー
ス
の
出

展
と
な
っ
た
。

期
間
中
、
富
山
県
商
工
会
連
合
会

ブ
ー
ス
で
は
富
山
の
資
源
を
活
か
し

た
新
し
い
特
産
品
と
し
て
開
発
し
た

「
べ
つ
ば
ら
富
山
」「
薬
都
富
山
の
め

ぐ
み　

食
や
く
ス
イ
ー
ツ
」「
富
山

の
カ
ラ
ー
ラ
ー
メ
ン
」
を
Ｐ
Ｒ
。
試

食
を
提
供
し
、
来
場
者
に
富
山
県
へ

の
印
象
や
試
食
商
品
に
つ
い
て
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
先
着
で
朝
日
町

商
工
会
の
「
バ
タ
バ
タ
茶
」
も
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
た
。

な
か
で
も
毎
年
メ
デ
ィ
ア
か
ら

の
注
目
度
の
高
い
の
が
「
第
四
回

ニ
ッ
ポ
ン
全
国
ご
当
地 

お
や
つ
ラ

ン
キ
ン
グ
」
だ
。
富
山
県
か
ら
は
、

南
砺
市
商
工
会
ご
っ
つ
お
中
島
の

「
ど
ぶ
ろ
く
ぷ
り
ん　

ま
ご
た
り
ん
」

が
出
展
し
た
。

ま
た
二
十
三
日
か
ら
は
、
北

陸
新
幹
線
富
山
県
開
業
Ｐ
Ｒ
マ
ス

コ
ッ
ト
の
「
き
と
き
と
君
」
も
応

援
に
か
け
つ
け
、
二
日
間
に
わ
た

り
、
富
山
県
の
Ｐ
Ｒ
を
し
、
会
場

を
盛
り
上
げ
た
。

富山県ブースを盛り上げるきときと君

富
山
県
の
Ｐ
Ｒ
に
き
と
き
と
君
も
一
役
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も
の
づ
く
り
試
作
開
発
補
助
金
採
択
事
例
紹
介

テーマ

鋼
メ
ッ
シ
ュ
鉄
筋
（
Ｄ
19
×
20
本
レ
ベ
ル
）

へ
の
自
動
溶
接
及
び
一
括
曲
げ
加
工

企
業
名
　
㈲
沼
田
製
作
所

所
在
地
　
小
矢
部
市
新
西

代
表
者
　
沼
田
　
健

業
　
種
　
金
属
加
工
業

▲
会
社
の
紹
介

当
社
は
昭
和
四
十
八
年
五
月
に

小
矢
部
市
津
沢
地
区
に
て
創
業
し
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
用
金
網
の
受

注
、
生
産
、
出
荷
を
行
っ
て
い
る
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製
品
用
金
網
・

消
雪
鉄
筋
・
水
路
用
鉄
筋
・
住
宅

用
べ
ー
ス
筋
・
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ

な
ど
、
構
造
物
の
仕
様
に
合
わ
せ

て
鉄
筋
の
溶
接
、
曲
げ
加
工
を
行

い
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
の
骨
組

み
と
な
る
金
網
を
製
作
し
て
い
る
。

従
来
は
工
事
現
場
に
て
鉄
筋
組

み
立
て
職
人
に
よ
る
現
場
組
立
が

主
流
で
あ
っ
た
が
、
工
事
期
間
の

短
縮
や
職
人
の
人
手
不
足
の
点
か

ら
工
場
内
で
パ
ー
ツ
と
し
て
ア
ウ

ト
ソ
ー
シ
ン
グ
す
る
方
式
に
移
り

変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

▲
事
業
計
画
の
概
要

当
社
の
製
品
で
あ
る
鉄
筋
メ
ッ

シ
ュ
二
次
加
工
品
は
構
造
物
の
耐

　

小
矢
部
市
商
工
会
津
沢
支
所
　

主
任
経
営
指
導
員
　
安
達
　
俊

震
性
や
耐
久
性
に
関
わ
る
重
要
な

役
割
を
持
つ
も
の
で
、
品
質
の
安

定
性
や
生
産
性
の
向
上
の
面
か
ら

鉄
筋
の
太
さ
に
対
応
出
来
る
自
動

ス
ポ
ッ
ト
溶
接
機
の
導
入
や
高
精

度
曲
げ
加
工
機
の
導
入
を
図
り
得

意
先
の
需
要
に
対
応
し
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
は
大
型

製
品
の
受
注
が
多
く
な
り
、
こ
れ

に
伴
い
鉄
筋
の
太
さ
や
加
工
巾
の

大
き
な
製
品
が
増
え
た
た
め
に
、

現
在
保
有
す
る
曲
げ
加
工
機
の
能

力
で
は
対
応
で
き
ず
受
注
を
お
断

り
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
状

況
に
あ
る
。

こ
の
様
な
中
で
、
商
工
会
よ
り

「
も
の
づ
く
り
試
作
開
発
補
助
金
」

の
紹
介
と
申
請
支
援
を
受
け
大
型

曲
げ
加
工
機
の
導
入
を
目
指
す
も

の
で
す
。

▲
今
後
の
見
通
し

現
状
の
曲
げ
加
工
機
能
力
で
は
、

鉄
筋
径　

Ｄ
16
×
８
本
メ
ッ
シ
ュ

で
あ
る
が
、
も
の
づ
く
り
試
作
開
発

補
助
金
の
採
択
に
よ
り
加
工
機
能

力
を
Ｄ
19
×
20
本
メ
ッ
シ
ュ
と
す

る
こ
と
で
曲
げ
加
工
ス
ペ
ッ
ク
は

約
五
倍
の
大
幅
な
向
上
と
な
る
。
ま

た
こ
れ
に
伴
い
手
作
り
ア
ー
ク
溶

接
の
削
減
も
相
ま
っ
て
、
生
産
効
率

の
大
幅
な
改
善
を
目
指
し
ま
す
。

�����������������������������������������������������

●
何
も
変
え
な
い
こ
と

　

現
在
「
こ
れ
と
い
っ
た
振
興
策
」

を
し
て
い
な
い
場
所
で
も
、
当
然

観
光
客
が
来
て
良
い
は
ず
な
の
に
、

実
際
は
来
て
い
な
い
！
と
怒
ら
な

い
で
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。

　

注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
は

「
何
も
し
な
い
こ
と
」
と
「
何
も

変
え
な
い
こ
と
」
こ
と
と
は
違
う

の
で
す
。
観
光
客
を
呼
び
込
む
た

め
に
何
か
を
す
る
こ
と
は
、
先
祖

伝
来
の
文
化
や
伝
統
な
ど
次
世
代

に
継
承
す
べ
き
こ
と
を
変
え
る
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
外
国
人
の
訪
日
観
光

　

話
の
比
較
が
簡
単
な
よ
う
に
外

国
人
が
観
光
で
日
本
を
訪
れ
る
場

合
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
今
ま
で
の
『
お
も
て
な
し
』

　

文
化
や
生
活
習
慣
の
大
き
く
異

な
る
地
か
ら
の
来
訪
者
に
対
し
、

我
々
日
本
人
は
「
お
も
て
な
し
」

の
心
で
、
滞
在
中
は
何
の
不
自
由

も
感
じ
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
例
え

ば
、
お
風
呂
や
ト
イ
レ
を
洋
式
に

作
り
替
え
、
布
団
を
ベ
ッ
ド
に
、

言
葉
も
不
自
由
さ
せ
な
い
よ
う
に

外
国
語
を
勉
強
し
て
、
標
記
も
外

国
語
に
、
食
事
は
洋
食
を
準
備
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
こ
れ
ら

の
要
件
が
整
わ
な
け
れ
ば
外
国
人

を
迎
え
入
れ
て
は
い
け
な
い
」
と

い
っ
た
誤
解
と
も
言
え
る
感
覚
が

か
な
り
根
強
く
あ
り
ま
す
。

②
誤
解

　

誤
解
の
一
因
は
「
国
際
観
光
ホ

テ
ル
整
備
法
」
に
見
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。
こ
の
法
律
は
終
戦
直
後

の
昭
和
二
十
四
年
に
制
定
さ
れ
ま

し
た
。「
国
際
観
光
ホ
テ
ル
旅
館
」

が
政
府
登
録
を
受
け
る
た
め
の
基

準
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
曰
く
洋

式
ト
イ
レ
や
洋
風
朝
食
な
ど
細
か

く
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
あ
た
か

も
、
こ
の
法
律
で
定
め
る
基
準
に

準
じ
て
な
け
れ
ば
外
国
人
を
宿
泊

さ
せ
て
は
い
け
な
い
、
と
誤
解
し

て
し
ま
い
そ
う
な
内
容
で
す
。
そ

ん
な
こ
と
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

③
目
線

　

近
年
、
販
売
促
進
分
野
で
「
顧

客
目
線
」
と
言
う
言
葉
を
耳
に
し

ま
す
。
こ
の
事
は
観
光
で
も
同
じ

事
で
す
。
た
と
え
ば
、
貴
方
が
フ

ラ
ン
ス
に
旅
行
す
る
こ
と
を
想
像

し
て
み
て
下
さ
い
。
中
世
の
古
城

ホ
テ
ル
に
泊
ま
り
、
ワ
イ
ン
と
素

晴
ら
し
い
料
理
に
囲
ま
れ
る
は
ず

の
「
旅
」
で
す
。
で
も
そ
こ
で
、

日
本
語
で
、
和
室
に
、
和
式
ト
イ

レ
、
加
え
て
日
本
食
が
提
供
さ
れ

た
ら
？
？
（
続
く
）

県
連
合
会
総
合
支
援
室　

Ｓ

商
工
会
と
観
光
②
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「商工会とやま」
広告掲載企業
募集中

【お問い合わせ・お申し込み先】
富山県商工会連合会　経営支援課
（TEL076-441-2716）

事業をのばし働く人に
やる気と安心を

特定退職金共済制度特定退職金共済制度
中小企業の退職金制度としておすすめします。
問合わせ・申込みはお近くの商工会まで。

商工会
の

　

経
営
計
画
は
企
業
の
「
道
し
る
べ
」
で
す
。「
新
た
な
事
業
活
動
」

を
行
な
う
こ
と
に
よ
り
、「
経
営
を
相
当
程
度
向
上
さ
せ
る
」
こ
と
に

挑
戦
さ
れ
る
企
業
に
県
の
「
経
営
革
新
支
援
制
度
」
を
紹
介
し
ま
す
。

○
制
度
の
し
く
み

　
「
中
小
企
業
新
事
業
活
動
促
進
法
」

に
基
づ
く
制
度
で
す
。

　

経
営
革
新
計
画
を
作
成
し
、
富
山

県
経
営
支
援
課
に
申
請
し
ま
す
。

県
は
申
請
書
の
調
査
を
実
施
し
審
査

会
で
審
議
の
う
え
、
承
認
し
ま
す
。

○
承
認
の
要
件

①
新
た
な
活
動
を
行
う
こ
と
。
具
体

的
に
は
、
新
商
品
の
開
発
ま
た
は

生
産
、
新
役
務
の
開
発
ま
た
は
提

供
、
商
品
の
新
た
な
生
産
又
は
販

売
の
方
式
の
導
入
、
役
務
の
新
た

な
提
供
の
方
式
の
導
入
そ
の
他
の

新
た
な
事
業
活
動
、
で
す
。

②
二
つ
の
指
標
の
伸
び
率
を
目
標
設

定
す
る
こ
と
。

計
画
期
間
付
加
価
値　

経
常
利
益

３
年
計
画
９
％
以
上　

３
％
以
上

４
年
計
画
12
％
以
上　

４
％
以
上

５
年
計
画
15
％
以
上　

５
％
以
上

付
加
価
値
は
営
業
利
益
、
人
件
費
、

減
価
償
却
費
の
合
計
で
す
。

○
承
認
企
業
へ
の
支
援
策

　

各
支
援
機
関
の
審
査
が
あ
り
ま
す

が
、
融
資
の
優
遇
制
度(

県
制
度
融

資
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
、
商
工
組

合
中
央
金
庫
各
融
資)

、
信
用
保
証

の
特
例
、
投
資
の
支
援
措
置
、
特
許

関
係
料
金
の
減
免
制
度
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

○
「
と
や
ま
創
造
倶
楽
部
」
に
つ
い
て

　

承
認
企
業
を
中
心
に
、
倶
楽
部
で

交
流
や
連
携
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
研
修
会
、
視
察
、
講

演
会
、
交
流
会
な
ど
で
す
。

○
事
例
集

　

二
十
五
年
三
月
富
山
県
発
行
の
事

例
集
で
は
㈱
エ
ム
ダ
イ
ヤ
、
㈱
金
太

郎
温
泉
、
三
芝
硝
材
㈱
、
㈱
三
楽
園
、

三
和
食
品
㈱
、㈱
ジ
ャ
パ
ン・ビ
ジ
ュ

ア
ル
・
サ
ポ
ー
ト
、
㈱
晴
香
園
、
㈱

ゼ
フ
ィ
ー
ル
、
㈱
電
陽
舎
、
㈲
富
山

ゴ
ム
、
㈲
林
商
店
、
㈱
松
屋
呉
服
店
、

㈲
村
製
作
所
、
㈱
や
ぶ
う
ち
商
会
の

ケ
ー
ス
が
載
っ
て
い
ま
す
。（敬

称
略
）

　

詳
し
く
は
最
寄
り
の
商
工
会
ま
た

は
、
県
商
工
会
連
合
会
に
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「
買
い
物
生
活
支
援
お
届
け
サ
ポ
ー
ト
」

小
矢
部
市
商
工
会
津
沢
支
部（
府

録
弘
之
支
部
長
）
で
は
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
、
誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、「
買
物
」

と
「
生
活
支
援
の
充
実
」
に
つ
い

て
津
沢
支
部
管
内
を
対
象
に
「
安

心
生
活
協
力
隊
」
を
実
験
的
に
平

成
二
十
六
年
三
月
二
十
日
迄
実
施

す
る
。
同
支
部
が
会
員
に
呼
び
掛

け
た
と
こ
ろ
、
四
十
事
業
者
が
協

力
店
と
し
て
応
じ
た
。
小
売
は
食

品
・
衣
料
品
・
日
用
品
・
時
計
・

メ
ガ
ネ
・
介
護
用
具
な
ど
、
ま
た
、

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
や
リ
フ
ォ
ー
ム
、

電
気
工
事
、
灯
油
・
車
関
係
、
理
容
、

美
容
な
ど
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
も
多

岐
に
わ
た
る
。
周
知
方
法
は
、
生

活
支
援
協
力
店
一
覧
表
に
店
名
や

取
扱
品
、
電
話
番
号
、
サ
ー
ビ
ス

内
容
・
料
金
・
お
店
の
Ｐ
Ｒ
を
記

し
た
チ
ラ
シ
（
保
存
版
）
を
津
沢

支
部
管
内
の
全
世
帯
に
配
布
す
る

ほ
か
、
移
動
販
売
業
を
営
む
会
員

の
販
売
ル
ー
ト
を
利
用
し
住
民
へ

の
周
知
を
図
る
。
こ
の
支
援
お
届

け
サ
ポ
ー
ト
事
業
は
、
協
力
店
が

依
頼
さ
れ
た
住
民
に
直
接
連
絡
し
、

必
要
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
自
宅

へ
お
届
け
す
る
。
訪
問
と
配
達
を

基
本
と
し
て
お
り
、
昔
な
が
ら
の

「
御
用
聞
き
商
法
」
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
い
る
。
強
み
は
、
地
元
の
商
工

会
員
が
請
け
負
う
の
で
安
心
し
て

利
用
で
き
る
。
ま
た
、
消
費
者
と

事
業
者
が
直
接
交
渉
す
る
こ
と
で

ニ
ー
ズ
の
掘
り
起
こ
し
と
一
人
暮

ら
し
や
高
齢
者
の
見
守
り
隊
と
し

て
の
役
目
も
に
な
い
地
域
に
根
ざ

し
た
生
活
支
援
を
目
指
し
て
い
き

た
い
。

●
小
矢
部
市
商
工
会
津
沢
支
部

「
買
い
物
生
活
支
援
お
届
け
サ
ポ
ー
ト
」

安心生活協力隊チラシ

お届けサービスは好評！
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元
気
な
商
工
会
地
域
づ
く
り
支
援
事
業

（
経
過
報
告
）

高
岡
市
商
工
会
青
年
部
は
、
今

年
度
「
高
岡
市
を
グ
ル
メ
で
元
気

に
す
る
事
業
」
と
し
て
、
開
発
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
イ
ノ
シ
シ
肉

を
使
っ
た
グ
ル
メ
開
発
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

県
内
で
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害

が
近
年
相
次
い
で
増
加
し
て
い
る

こ
と
が
、開
発
の
き
っ
か
け
と
な
っ

た
。
特
産
品
「
菅
笠
」
の
生
産
地

で
あ
る
高
岡
市
福
岡
町
の
ス
ゲ
田

で
も
ス
ゲ
を
踏
み
倒
す
被
害
や
、

田
畑
に
群
れ
で
イ
ノ
シ
シ
が
入
っ

て
く
る
被
害
な
ど
が
発
生
し
て
お

り
、
近
隣
住
民
の
不
安
が
広
が
っ

て
い
る
。

イ
ノ
シ
シ
は
、
山
鯨
（
や
ま
く

じ
ら
）
と
も
呼
ば
れ
、
牛
や
豚
に
比

べ
脂
身
も
赤
身
肉
も
低
カ
ロ
リ
ー

で
、
ビ
タ
ミ
ン
や
良
質
な
タ
ン
パ

ク
質
が
豊
富
な
食
材
で
あ
る
。
ま

た
、
イ
ノ
シ
シ
の
脂
身
に
は
多
く

の
コ
ラ
ー
ゲ
ン
が
含
ま
れ
て
お
り

美
容
・
健
康
に
も
期
待
が
持
て
る
。

今
年
五
月
、
青
年
部
は
ぼ
た
ん

鍋
な
ど
で
既
に
活
用
実
績
が
あ
る

岐
阜
県
郡
上
市
を
訪
問
し
、
イ
ノ

シ
シ
肉
の
特
長
や
肉
の
加
工
方
法
、

料
理
方
法
な
ど
を
視
察
し
た
。
そ

の
後
、
同
委
員
会
で
第
一
弾
と
し

て
、デ
ミ
グ
ラ
ス
ソ
ー
ス
ハ
ン
バ
ー

グ
、
ス
ー
プ
餃
子
を
開
発
し
た
。

開
発
に
あ
た
っ
て
、
肉
の
ジ
ュ
ー

シ
ー
感
を
残
し
て
、
臭
み
を
い
か

に
減
ら
せ
る
か
な
ど
の
課
題
を
飲

食
業
の
部
員
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
な
が
ら
開
発
に
取
り
組
ん
だ
。

試
作
品
は
九
月
の
福
岡
つ
く
り

も
ん
ま
つ
り
・
中
田
か
か
し
祭
で

来
場
者
に
ふ
る
ま
わ
れ
た
。
ま
た
、

第
二
弾
と
し
て
、
十
一
月
の
ふ
く

お
か
グ
ル
メ
フ
ェ
ア
で
も
試
食
会

を
開
催
し
、
し
し
鍋
を
提
供
し
た
。

各
試
食
会
で
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
好
評
を
得
た
。

イ
ノ
シ
シ
肉
な
ど
の
ジ
ビ
エ
肉

を
用
い
た
様
々
な
商
品
開
発
を
視

野
に
入
れ
て
、
地
元
か
ら
愛
さ
れ
、

定
着
す
る
グ
ル
メ
開
発
を
展
開
し

て
い
き
た
い
。

イ
ノ
シ
シ
肉
で
グ
ル
メ
開
発
！

しし鍋をふるまう青年部員



昭和 52 年 3 月 12 日第三種郵便物認可 平成 25 年 12 月 1 日発行（毎月 1 回 1 日発行）　VOL.462

6

富山県次世代自動車充電インフラ整備ビジョンの策定及び国補助金について
県では、電気自動車（EV）やプラグインハイブリッド自動車（PHV）に必要な充電設備の設置を促進するため、充

電設備の整備計画となる「県次世代自動車充電インフラ整備ビジョン」を策定しました。
このビジョンに適合し、公共性を有する充電器を設置する事業者は、通常よりも有利な補助金（設備購入費及び設置

工事費の２／３）を国から受けることができます。

■補助内容　　　　　　　県ビジョンに適合する場合は補助率が２／３、適合しない場合は１／２
　　　　　　　　　　　　詳細は、県商工企画課のホームページをご覧ください
■補助対象者　　　　　　電気自動車・プラグインハイブリッド自動車用の充電器を購入・設置する事業者、個人
■国補助金の申請期限　　平成 26 年 2 月 28 日まで
■問合せ先　　　　　　　県商工労働部商工企画課新産業科学技術班（TEL076-444-9606）

『とやまエコ・ストア制度』ができました

詳しくは、お店の掲示か、富山県のホームページをご覧ください。
富山県ホームページ 　http://www.pref.toyama.jp/cms_sec/1705/kj00012779-010-01.html

全国一のマイバッグ持参率を誇る富山県。 何と94％！
　みなさんもマイバッグ持参や、トレーや古本などの持込み、弱冷暖房への理解や
詰替え等のエコ商品の選択など、毎日の暮らしでお店と一緒にエコしませんか。

エコ・ストアに行くときは、次の３つの合言葉を忘れずに。
　❶マイバッグはもった？　　❷回収してもらえるトレーや古本はないかな？
　❸弱冷暖房もＯＫ！県産品や詰め替えなどエコ商品はあるかな？

このマークのお店だよ！

新
し
い
小
規
模
事
業
者
の
時
代
が
到
来
か
!?

　

今
、「
3
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
」
が
テ
レ
ビ
、
新
聞
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
で
大
き
な
話
題
を
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
現
象
は
単
な

る
ブ
ー
ム
に
終
わ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
モ
ノ
づ
く
り
を
大
き
く
変
え
る
可

能
性
が
あ
る
の
か
？

　
「
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
」
と
は
、
立

体
ス
キ
ャ
ナ
ー
な
ど
で
計
測
し
た

三
次
元
の
デ
ー
タ
を
基
に
樹
脂
を

加
工
し
て
部
品
な
ど
を
造
形
す
る

ツ
ー
ル
だ
。
大
量
生
産
で
は
な
く

消
費
者
一
人
一
人
の
好
み
に
合
わ

せ
た
製
品
づ
く
り
に
向
い
て
い
る
。

▼
「
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
」
ブ
ー
ム

に
火
を
つ
け
た
の
は
、
二
〇
一
二
年

秋
に
出
版
さ
れ
た
『
Ｍ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｒ

Ｓ
』
だ
。『
ロ
ン
グ
テ
ー
ル
』
や
『
フ

リ
ー
』
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
も

た
ら
す
市
場
戦
略
や
経
済
社
会
の

変
革
を
的
確
に
と
ら
え
た
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
の
著
者
で
あ
る
、
米
国
の
ク

リ
ス
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
が
描
い
た「
３

Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
」
に
よ
る
モ
ノ
づ
く

り
の
近
未
来
像
だ
。

▼
十
八
世
紀
半
ば
、
イ
ギ
リ
ス
に

始
ま
る
蒸
気
機
関
車
や
紡
績
等
の

動
力
の
画
期
的
な
発
明
が
「
第
一
次

産
業
革
命
」
だ
と
す
れ
ば
、
十
九
世

紀
半
ば
以
降
、
化
学
・
石
油
産
業
、

自
動
車
、
電
気
製
品
の
開
発
と
い
っ

た
製
造
業
の
変
革
が
起
き
た
時
代

が
「
第
二
次
産
業
革
命
」
と
言
え
る
。

（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
普
及
を
第
二
次
産
業
革
命
と

も
）
そ
し
て
、
今
日
起
き
て
い
る
３

Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
に
代
表
さ
れ
る
、
デ

ジ
タ
ル
の
新
し
い
鼓
動
は
「
第
三
次

産
業
革
命
」
と
呼
ぶ
人
も
多
い
。

▼
こ
の
新
た
な
潮
流
は
、「
新
産
業

革
命
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
イ
ン

パ
ク
ト
や
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

実
際
ど
の
よ
う
な
会
社
が
、
こ
の

ツ
ー
ル
を
使
っ
て
新
し
い
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
を
も
の
に
し
よ
う
と

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

ど
の
よ
う
な
新
し
い
産
業
を
創

出
し
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。

　

次
号
は
、
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
を
積

極
的
に
活
用
し
、
果
敢
に
道
を
開

拓
す
る
企
業
や
モ
ノ
づ
く
り
拠
点

（
フ
ァ
ブ
ラ
ボ
）
の
最
前
線
を
紹
介

し
ま
す
。

観
光
品
質
認
証
制
度
の
普
及
に

係
る
講
演
会
の
お
知
ら
せ

★　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
拡
大
が
期
待

さ
れ
る
中
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
に

対
し
て
分
か
り
や
す
く
観
光
サ
ー

ビ
ス
の
情
報
提
供
を
行
う
取
り
組

み
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
公
益

財
団
法
人
中
部
圏
社
会
経
済
研
究

所
で
は
、「
お
も
て
な
し
の
見
え
る

化
」
の
た
め
、「
観
光
サ
ー
ビ
ス
の

品
質
認
証
の
仕
組
み
と
今
後
の
普

及
に
向
け
て
」
を
テ
ー
マ
に
「
観
光

品
質
基
準　

サ
ク
ラ
ク
オ
リ
テ
ィ

（
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ 

Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｔ

Ｙ
）」
と
観
光
品
質
認
証
の
仕
組
み

に
つ
い
て
紹
介
す
る
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。
海
外
に
営
業
や
製
造
の

拠
点
を
移
す
企
業
が
増
え
て
い
ま

す
が
、
観
光
サ
ー
ビ
ス
業
は
日
本

に
い
な
が
ら
市
場
を
拡
大
で
き
る

チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま
す
。

日
時
：
十
二
月
十
二
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
十
四
時
～
十
六
時

場
所
：
石
川
県
政
記
念
し
い
の
き
迎
賓
館

　
　
　
ガ
ー
デ
ン
ル
ー
ム

（
金
沢
市
広
坂
二
―
一
―
一
）

○
詳
し
く
は
こ
ち
ら

　http://w
w
w
.criser.jp/

　sem
inar/index.htm

l

「
日
本
の
お
も
て
な
し
の

 

心
の
見
え
る
化
を
図
る

 

観
光
戦
略
」

モ
ノ
づ
く
り
革
命
「
メ
イ
カ
ー
ズ
」の
挑
戦
①
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県内企業人材養成モデル推進事業の受託企業募集のご案内
富山県では、平成 26 年度 3 月に卒業予定の者等を対象として実施する「県内企業人材養成モデル推進事業」
を行うにあたり、次のとおり委託事業を行う県内企業を募集します。

※「人材養成モデル」…業種・職種ごとに類型化した、新規採用社員の人材養成のモデル（平成 22・23 年度の県内企業人材養成モデル開発事業において開発）

この事業の実施にあたり、富山商工会議所に受託企業の募集などの推進業務を委託し、富山県商工会議所連
合会・富山県商工会連合会の協力を得て、実施します。

起業後間もない成長分野の県内中小企業等での人材確保・養成に資するため、「人材養成モデル」を活
用した事業を実施します。（緊急雇用創出基金事業を活用）

平成 25 年 12 月上旬まで（ただし、採用枠の人数に達した場合は、期間内でも募集を終了）

県内企業に委託し、①新規学卒未内定者等（既卒３年以内の者を含む。（H23.3 ～ 25.3 卒業者））を
雇用し、②人材養成モデルを活用して計画的に実務や研修（OJT･OFF-JT）を行いながら、③定期
的に実施状況やモデルの評価、改善点等を報告していただきます。
なお、この委託業務のため新たに雇用する者（対象雇用者）は、委託事業終了までに原則正社員登
用することを条件とします。

次に掲げる要件をすべて満たす企業を対象とします。
①　起業（又は新分野進出）後 10 年以内で本社が起業時から県内にあること
②　成長分野（ものづくり、環境・エネルギー、観光・ＩＴ）の業種かつ今後の成長発展が見込まれること
③　直近の期から過去 3 年連続経常利益が黒字でないこと
④　平成 25 年 3 月及び 26 年 3 月新規学卒者の採用内定取消し等を行っていないこと
⑤　会計関係帳簿類及び労働関係帳簿を整備し、かつ、対象雇用者の人材養成に十分な人員体制が整っていること

（福利厚生制度を導入していること）
⑥　対象雇用者が建設・土木事業に従事するものでないこと
⑦　過去に「県内企業人材モデル開発事業」「県内企業人材養成モデル推進事業」の委託を受けていないこと

　　★詳細につきましては要領をご確認願います。

対象雇用者の人件費や教育訓練費等を各々限度額の範囲内で委託費として支払います。

対象雇用者の採用日（平成 26 年 3 月 16 日～平成 26 年 3 月 31 日までのいずれかの日
に採用）から平成 27 年 3 月 15 日まで

○この事業を受託するには、あらかじめ県から受託企業等の指定を受けることが必要です。
　受託企業等指定申込書等の様式は、県及び富山商工会議所のホームページに掲載します。
○指定企業は、26 年１月 16 日の合同企業面接会で対象雇用者を選考していただくことになります。

詳しくは、富山商工会議所中小企業支援部（電話：076-423-1171）
　　又は、富山県労働雇用課（電話：076-444-4558）へお問い合わせください。

◦◦財務省北陸財務局　富山財務事務所からのお知らせ◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦

事業の趣旨

委託業務の内容

募集期間

対象企業等

委託費

委託期間（対象雇用者の雇用期間）

～新卒者の採用確保と企業の人材確保・養成を支援します～
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牛岳スキ－場 元旦大ビンゴ大会 １／１（祝） 牛岳温泉スキ－センタ－ 076-457-2044

厄払い鯉の放流 １／７（火） 庄川町商工会 0763-82-1155

風の盆ステ－ジ １／11（土）・25（土） 越中八尾観光協会 076-454-5138

といでふれあい鍋まつり １／13（祝） 高岡市商工会戸出支所 0766-63-0792

四季の五箇山「雪あかり」
岩瀬家・行徳寺山門ライトアップ １／25（土）～26（日）五箇山観光総合案内所 0763-66-2468

～即戦力の専門人材をお探しの貴社のニーズにきめ細かく対応します～
　富山県では、専門的知識、技術、経験を活かして就労を希望する高齢者と、これらの人材を求める企
業との効果的なマッチングを図るため、昨年の 10 月に「とやまシニア専門人材バンク」をとやま自遊
館２階に開設し、先頃開設１周年を迎えました。

○サービスをご利用いただくには、人材バンクへの登録が必要です。
○登録は、バンク窓口での受付のほか、インターネットからでも可能です。
まずは、人材バンクへの登録をぜひお願いします。

対象

特徴

・概ね55歳以上で、有する専門知識や技術等を活用して再就職を希望される方
・これらの専門人材の採用を希望する企業等

・相談から情報提供までワンストップで支援します。
・企業の即戦力となる専門人材を登録しています。
・インターネットで専門人材の検索・閲覧が可能です。
・企業の求人ニーズに合わせて人材の発掘・紹介をします。
・現在就業中の人、ＵＩＪターン希望の県外在住者等広範囲の求職者をカバーしています。

●開設以来、多くの求職者や企業が登録・就職されています！ (H25.10月末現在 )

登録者数 553名 うち就職者数 241名 登録企業数 267社

とやまシニア専門人材バンク・ウェブサイト

とやまシニア専門人材バンク窓口

http://senior-bank.pref.toyama.lg.jp
　・登録いただくと、インターネット上で専門人材の詳

細情報の閲覧が可能になります。
　・企業情報、採用予定情報を登録・公開することで、

専門人材とのマッチングの可能性が高まります。
　・その他、必要な情報を随時お知らせいたします。

所 在 地：〒930-0805　富山市湊入船町9番1号（とやま自遊館２階）
開設時間：月曜日～金曜日　9:00～ 17:00　※祝日、年末年始は除く
電話番号：076-444-4289( シニアバンク )　 ＦＡＸ番号：076-444-0117
問合せ先：とやまシニア専門人材バンク（電話：076-444-4289）
　　　　　富山県商工労働部労働雇用課（電話：076-444-8897）


